














要約 今日、母子関係を研究する際に母子相互作用の特徴を記述する手段として微視的分

析法(microanalysis)が多く用いられる。この中でも、系列分析が最も繁用される。本研究

では,この分析法に分類され得る 1)マルコフ連鎖による方法、2)条件確率による方法、3)

重回帰分析による方法について、それぞれの特徴、問題点、実施法の検討を行なった。ま

た、これらの分析法のプログラムパッケージを開発すること、実際に母子相互交渉場面の

ビデオ記録から種々の分析法で分析を行ない、分析法による差異を明らかにすることを目

的とした。 

マルコフ連鎖による方法では、前提になる「斉時性」、「マルコフ性」が実際のサンプルデ

ータで検定してみると両方とも棄却されるべきことが明きらかとなった。 

条件確率による方法、および重回帰分析による方法には通常のやり方の上に「時間差(time 

lag)」の概念を導入したところ、例えば、児の「何もしていない状態」に対して、母親が

その後(4～5秒も後に)に触覚的刺激を児に与えたりして、関わりをもっている実態が明き

らかにされた。 


